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経営学部の教育における
ファブラボの可能性に関する考察

本稿はデジタルファブリケーションの実践を通じながらの執筆が必要であったため、
本学のファブラボの立ち上げ当初の学生スタッフであった原田 明穂、永田 隆介、原
瀬 佳太（2017年３月卒業）との共同執筆とした。
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